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ポリエチレンという最も汎用のプラスチック材料

は,分子軸を力の方向に揃えることができれば鋼鉄

より強い材料になるといわれているが,現実には

高々300kg/cm2の降伏応力でしかない.このことも

計算機上で分子軸に平行な方向と垂直な方向で引

っ張り試験をしてやれば簡単に削ることであるが,

実験室では確かめようがない.

実験すれば済むことを計算機で行うと何倍もの時

間と金が要るが,手にすることのできないものにつ

いて使うと,十分な戦力として考えることが七きる.
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メタンハイドレｰトの結晶構造

メタンハイドレｰトはメタンと水から成る氷状の物

質であり,クラスレｰト(包接化合物)の一種である.

その結晶は水分子の作る篭状の結晶格子の中にメ

タン分子が取り込まれた構造をしている.ガス分子

の大きさと種類によりハイドレｰトは構造I,構造nの

2種類の結晶構造をとることが知られている.両者と

も結晶構造は等軸晶系に属し,含有されるガス分子

の大きさが5.2オングストロｰムより小さいと構造工

を,5.9から6.9オングストロｰムでは構造Iを作る.

ガス分子がメタンであるメタンハイドレｰトの場合

は構造Iの結晶構造をとる.メタン分子は水分子の

構成する2個の12面体(空隙径7.88オングストロｰ

ム)および6個の14面体(空隙径8.6オングストロｰ

ム)の篭状格子に含まれている.構造Iは全体で46

個の水分子と8個のメタン分子から構成され,理論

化学式はCH4･5.75H20と表される.すなわち水1

リットルにメタンガスが216リットル取り込まれる.

ガス分子がプロパンなどのように大きくなるとハ

イドレｰトは構造1となる.構造皿は空隙径7.82オン

グストiコｰムの5角12面体16個と,空隙径9.46オン

グストロｰムの16面体8個から構成される.この場合

8個の16面体のみがガス分子で充填される.全体と

して136個の水分子と8個のガス分子から構成され

水和数は17となる.従って,ガス含有量は水1リット

ルに対してガス73リットルである.

最近ではこの他に,より大きな構造を持った構造

Hと呼ばれるハイドレｰトも存在するとされ,盛んに

研究が行われている.(今井登)
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